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優しい心のたすきリレー

校長 神倉美智子

新年あけましておめでとうございます。

平成最後の年という、大きな変化が始まる年ですが、暖かく穏やかなお正月でスタート

しました。我が家恒例の沿道での箱根駅伝観戦も、寒さに震えることなく、選手が走って

くるのを楽しみにのんびりと待つことができました。

沿道には大学名が大きく書かれたのぼり旗と、小旗を持った応援する人々がぎっしりと

並んでいます。暖かいせいか、例年よりも人出が多い気がしました。

選手が鶴見中継所を通過してから家を出てきた私と母は、人々の後ろから隙間越しに見

ることになり、背の低い高齢の母には全く見えません。どこか別の場所を探そうとした時、

母の前に立っていた男性が、「前にどうぞ」とご自分の前に母を入れてくださったのです。

杖をついて歩くのがやっとの母を連れて新たな場所を探すのも難しいので、本当にありが

たく感じました。

そして翌日、今度は復路の応援です。昨日の反省を生かしこの日は少し早く出て、沿道

の最前列を確保しました。そろそろ先頭ランナーが来るという時、ふと見ると、私の後ろ

には小柄な女性の二人組が並んでいます。きっと大柄な私の後ろでは見えないだろうと思

いましたが、足元の不安定な母のそばを離れるわけにもいきません。そこで、選手が通る

ときには、その場にしゃがんで応援しました。

私は特に彼女たちに何も言いませんでしたが、レース終了後に二人は私にお礼を言って

帰られました。お礼を言われた私も、とても嬉しい気持ちになりました。昨日の男性の優

しさが本当に嬉しかったので、自然と優しい気持ちのたすきを渡せたのだと思います。彼

女たちがまたどこかで、次の人にそのたすきを渡してくれることを願っています。

些細なことですが、今年一年がいい年になる気がする出来事でした。

本年もどうぞよろしくお願いいたします。

・横浜市指定幼・保・小

連携推進校

◆ 1月の目標 ◆

【生活】学校のきまりを見直そう

【保健】かぜの予防をしよう

【給食】感謝の気持ちをもって

食事をしよう

12月7日から14日まで

作品展が行われました。し

らねっ子たちの思いや工夫

が詰まった素敵な作品が、

学校中に並びました。



学習のあしあと

１年生

２年生

５組

３年生

年長さんと秋遊び交流会♪
４日に白根幼稚園の年長さんと秋遊び交流会を行いました。

遠足で拾ってきたどんぐりや落ち葉を使って、ゲームを考えたり、

アクセサリーを作ったりしました。準備の段階から、年長さんの

ことを考えて、ルールを大きな紙に書いたり、伝える練習をした

りしていました。当日は初めての交流会ということもあり、お互

い緊張していましたが、１年生が年長さんの手を引きながら、

「どこ行きたい？」と優しく聞いている姿が印象的でした。自分

がしっかりしなきゃとお兄さん、お姉さんになろうという様子が

見られました。今後の交流が楽しみです。

人権週間の取組♡

２年生は、人権週間の取組として、聴覚障害がある内田さんとい

う方に学校に来ていただいてお話を聞きました。耳が聞こえづらい

と、生活の中のどんな場面で困るのか、劇を通して分かりやすく教

えていただきました。伝えたいことがあるときには、手話が分から

なくても、身振り手振りを使ったり、はっきりと話して口の形を読

み取ってもらったりするとよいことが分かりました。学習したこと

をこれからの生活で活かせるとよいと思います。

近隣校交流会にでかけました！

５日におおいけランド（ログハウス）で、近隣校交流会が行

われました。風船リレーとメディシングボールリレーをしまし

た。他校の友達と一緒にペアになったり、協力したりしながら、

楽しんで行うことができました。学校紹介では、６年生の二人

が白根小学校について、分かりやすく堂々と話していました。

短い時間でしたが、友達と仲を深め、楽しく過ごすことができ

ました。話をしっかりと聞くことや安全に移動すること等、約

束を守って活動できたみんな、とてもすばらしかったです。

上白根地域ケアプラザに行ってきました！
上白根地域ケアプラザでお年寄りの方と交流しました。最初は緊張

と恥ずかしさからなかなか話すことができなかったのですが、活動を

進めていく中で少しずつ距離を縮めていきました。子どものころどん

な遊びをしていたのか、どんなものを食べていたのかなど、貴重なお

話を伺うことができました。歌のプレゼントでは大きな拍手をいただ

きとても嬉しそうでした。「もっとお話したい。」「今度遊びに来よ

うかな。」という声がたくさんあり、心に響く経験になったようです。



５年生

４年生

６年生
卒業文集を書いています！！

今、卒業アルバムに載せる文集を一人ひとり一生懸命書

いています。今年のテーマは、「未来につなげる」です。

小学校生活で学んだことや楽しい思い出など、様々な経験

をしたことから、どのように成長したいか、どのような大

人になりたいかを考えています。進路に迷ったとき、自分

の原点に戻りたいとき、過去を懐かしみたいときなどに卒

業アルバムを開いて、読んだ後に前に進むヒントとなれた

ら…と思います！アルバムが渡される日まで楽しみにして

いてください☆

旭区親善球技大会
１１月３０日に不動丸小学校で球技大会を行い、交流を深

めました。この日に向けて子どもたちはサッカーとバスケッ

トボールにわかれて練習を重ねてきました。チームごとに声

を掛け合ってパスを繋いだり、作戦を立てたりして準備を進

め、当日は練習の成果を十分に発揮することができました。

コートを駆け回る子どもたちの姿は、とても輝いていました。

試合を通して不動丸小学校の子どもたちとも仲よくなり、よ

い交流になりました。

女性消防団の方の話を聞きました！

先日、女性消防団の方に来ていただき様々な話をしていただき

ました。消防士と消防団の違いや、どのようなお仕事をしている

のかなどについて知ることができました。また、地震や大雨など

の災害が起きた時に、どのような行動をとればよいかをクイズ形

式で学びました。消防団の方達が自分達の地域を守ってくださっ

ていることを知り、「自分達にもできることはないかな？」「自

分の身は自分で守っていきたい！」という感想がありました。こ

れからの生活に活かしていきたいですね！

人権と聞いて、みなさんはどんなことをイメージし、何を考えますか。

白根小学校では、「自分の大切さとともに、他の人の大切さを認めること」をねらいとして、１１月２６日～１２月７日

を人権週間として設定し、取組を行いました。

全校で行った取組は、児童福祉委員会の提案で、代表委員会でも話し合った「クラスの友達のよいところを見つけ

よう」というものでした。１日に１人、よいところを見つける相手を決め、１日の生活の中で相手のよいところを見つけ、

カードにそれを書き、渡すという取り組みです。その相手は毎日変わるので、子どもたちは１週間の中で５人のよい

ところを見つけたことになります。それと同時に、５人の友達から自分のよいところを見つけてもらえたということです。

そのカードをもらう時の子どもたちの顔は、少し恥ずかしそうでもありましたが、嬉しさで溢れていました。

自分のことを相手に知ってもらい、相手のことを知る。ただそれだけのことかもしれませんが、この活動を通して、

子どもたちが今まで以上にいろいろな友達と仲良くなって、さらに楽しい学校生活を送ることができるといいなと願っ

ています。 人権教育担当 杉本
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